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１．国民健康保険制度について 

①本市の国民健康保険の状況と改革について 

  ア、国民健康保険制度は社会保障制度の一つの柱であり、相互扶助制度ではないと考えますが、市長の見解

について。 

イ、本市における国保法改悪前の１９８４(昭和５９)年度の国保税一世帯当りの金額と今年度の金額及び総

収入に占める国庫支出金の割合の推移について、また、以前に比べ最近では不納欠損額が増大している

が、不納欠損に至るまでの手続きと増大している理由について。 

ウ、中低所得層における所得に対する保険税の占める割合が高すぎるので保険税の引き下げを求めます。 

エ、均等割・平等割及び資産割を引き下げ、所得割中心の課税割合にすることを求めます。 

オ、保険税を引き下げるため一般会計からの法定外繰入れを求めます。 

カ、保険証は加入全世帯に交付することを求めます。 

 

２．本市の活性化をすすめるための少子化対策について 

①若い世代が安心して結婚し、子どもを産み・育てられる沼田市をつくることについて 

ア、本市における２０年前からの４０歳未満の人口の推移と将来推計及びどのような見解と対策を考えてい

るか。 

イ、若い世代世帯に対する住居関連支援として、市営住宅の建設・家賃補助・引っ越し費用補助など本市に

居住するための支援を実施するなど、若年層の人口増対策を求めます。 

ウ、子育て支援施策として、各種保育料完全無料化や給食費無料化の実施を求めます。 

エ、福島原発事故での放射線の影響による子供達及び妊産婦を対象とした甲状腺検査及び健康診査の実施を

求めます。 

②民間保育園への支援について 

ア、保育園を利益を追求する企業化が可能になる保育新システムに対する見解について 

イ、保育関連施設への固定資産税の免除について 

 沼田市議会６月定例会は、６月５日から開催されます。市議がそれぞれ通告

した問題で市長に直接質問できる「一般質問」は、７日に４人、８日に４人、

１１日に２人の計１０人が行ないます。ぜひ傍聴にお出かけください 

 沼田市は、福島原発事故による放射能汚染地域の除染費用

として、６月議会に５億６,５５５万９千円の補正予算を提案

しました。 これは、先日全戸配布された毎時０.２３マイク

ロシーベルトを超える地域の除染実施にかかる費用で、ほと

んどは国が負担します。 

  

沼小９条の会「戦争体験を聞

く会」で話す小泉初男さん 

小泉初男さん（満８７歳） 
 

○ 元利根保健生協理事長 

○ ６月２５日死去 

○ 自宅は坊新田町１２５４の２ 


